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◇
「
事
業
仕
分
け
プ
ロ

　ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

　立
ち
上
げ
を

財
政
再
建
に
向
け
、
職
員
・
執

行
部
・
町
民
・
議
員
を
含
め
て

構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
早

急
に
立
ち
上
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
だ
。

委
員
の
構
成
等
は
、
利
害

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
施
政
方
針
・
町
政
運
営

町
民
へ
の
説
明
が
こ
の
施
政
方

針
に
は
見
ら
れ
ず
、
真
の
危
機

意
識
を
推
し
量
れ
な
い
中
身
で
、
残
念

に
思
う
。
聖
域
な
き
予
算
・
事
業
の
精

査
、
見
通
し
等
の
評
価
は
。

全
事
業
を
対
象
に
指

示
し
、
取
り
組
み
、
次
年
度
以
降
も
視

野
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

文
化
課
の
設
置
目
的
と
業
務
内

容
は
。

生
涯
学
習
課
長
の
所

掌
範
囲
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
文
化
財

係
、
図
書
館
の
業
務
と
を
受
け
持
ち
、

事
務
負
担
の
平
準
化
が
図
ら
れ
る
。

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

見
直
し
等
の
内
容
は
。

舞
台
技
術
操
作
管
理

を
業
者
委
託
か
ら
嘱
託
職
員
へ
、
人
員

も
３
名
か
ら
２
名
へ
。
窓
口
管
理
業
務

委
託
を
平
日
の
夜
間
、
土
日
、
祝
祭
日

の
み
に
見
直
し
。

「
海
外
移
住
子
弟
研
修
生
受
入

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
持
続

可
能
な
国
際
交
流
事
業
と
な
る
よ
う
検

討
」
と
あ
る
が
、
計
上
さ
れ
て
い
る
予

算
の
内
容
は
。

本
事
業
を
再
開
し
て
、

受
け
入
れ
の
費
用
。

東
部
消
防
組
合
と
の
連
携
強
化

策
は
。

台
風
や
大
雨
等
の
警

戒
、
不
発
弾
処
理
作
業
で
連
携
。
執
行

体
制
の
整
備
は
本
町
の
財
政
状
況
も
踏

ま
え
、
構
成
３
町
、
当
組
合
と
事
前
に

協
議
検
討
し
て
い
く
。
　

尚
円
王
即
位
５
５
０
年
記
念
事

業
は
休
止
と
い
う
が
、
一
括
交

付
金
事
業
と
し
て
再
開
で
き
る
と
考
え

る
か
。

財
政
的
に
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
再
開
も
検
討
。

◇
議
会
費

そ
も
そ
も
議
会
費
は
議
員
間
で

議
論
し
結
論
を
出
し
て
、
執
行

部
と
調
整
す
る
も
の
と
考
え
る
。
今
回

の
政
務
活
動
費
の
皆
減
は
そ
の
様
な
手

順
が
不
十
分
で
、
ま
さ
に
こ
の
提
案
は

議
会
軽
視
の
押
し
つ
け
と
断
ぜ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
町
長
の
見
解
は
。
ま
た
、

再
考
す
べ
き
で
は
。収

支
の
乖
離
が
埋
ま

ら
な
い
状
況
か
ら
、
最
終
的
に
は
議
会

に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
再
考

は
考
え
て
い
な
い
。
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質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
執
行
体
制
と
財
政
運
営

本
町
は
６
市
町
村
が
隣
接
す
る

利
便
性
の
良
い
住
環
境
に
あ

る
。
自
主
財
源
も
県
内
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
域
性
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
。
財
政
の
危
機
、
道
路
整

備
、
農
地
、
宅
地
行
政
の
停
滞
、
人
口

減
と
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
、
ど
真
ん
中
に

あ
る
西
原
町
が
空
洞
化
、
沈
下
の
現
状

に
な
っ
て
い
る
。
行
財
政
、
執
行
体
制

の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。
上
間
町
長
公

約
の
「
敬
老
祝
金
年
間
千
６
百
万
円
で

２
期
８
年
間
で
約
１
億
２
千
万
円
支

出
、
財
源
不
足
の
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
整
合
性
に
つ
い
て
聞
く
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

30
年
度
敬
老
事
業
費
は
２
０
１
万
８
千

円
に
減
額
、
必
要
最
小
限
で
予
算
計
上

し
て
い
る
。

災
害
避
難
所
施
設
整
備
事
業
の

断
念
で
約
３
千
万
円
の
執
行
ロ

ス
、
当
該
自
治
会
よ
り
再
考
の
要
請
が

議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
説

明
で
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。
　

補
正
予
算
の
否
決
で
、
時

間
的
、
物
理
的
、
財
政
状
況
等
踏
ま

え
、
事
業
断
念
し
た
。
地
域
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。

（
株
）
西
原
フ
ァ
ー
ム
は
５
年

間
で
４
千
万
円
の
赤
字
倒
産
の

危
機
、
３
千
万
円
の
債
権
放
棄
、
町
長

の
執
行
責
任
、
（
株
）
西
原
フ
ァ
ー
ム

の
役
員
の
責
任
、
の
明
示
と
対
応
に
つ

い
て
。

当
時
組
織
的
な
議
論
を
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
町
民
に

お
詫
び
申
し
上
げ
、
謝
罪
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
４
）
財
源
不
足
充
当
の
た
め

職
員
労
働
組
合
と
給
与
の
現
学

に
つ
い
て
交
渉
の
結
果
に
つ
い
て
聞

く
。

計
４
回
の
団
体
交
渉

を
行
っ
た
が
、
今
回
は
合
意
が
得
ら
れ

ず
30
年
度
予
算
は
見
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。

農
産
物
直
売
所
の
見
直
し
に
つ

い
て
。
（
１
）
現
在
の
財
源
不

足
で
は
事
業
執
行
は
厳
し
い
と
思
う
。

直
接
Ｊ
Ａ
に
建
設
変
更
す
る
べ
き
。

（
２
）
公
金
は
直
接
農
家
経
営
育
成
に

投
入
し
、
町
民
に
債
務
負
担
さ
せ
る
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
。
（
３
）
歴
史
資

料
館
は
長
期
的
な
視
点
で
内
間
御
殿
と

併
合
さ
せ
、
観
光
拠
点
事
業
と
効
果
を

図
る
べ
き
で
、
事
業
変
更
を
求
め
る
。

問

問

問

問

問

関
係
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
十
分

検
討
が
必
要
か
と
思
う
。

町
民
に
対
し
て
も
負
担
を
強
い

て
い
る
わ
け
で
、
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
だ
。
そ
こ
に
は
、
公
認
会

計
士
等
の
有
識
者
も
入
り
、
皆
さ
ん
の

合
意
に
基
づ
い
た
結
論
を
町
長
に
答
申

す
る
こ
と
で
、
町
長
は
判
断
し
や
す
く

な
る
と
思
う
が
。

大
変
有
用
な
ご
提
案
だ
。

行
政
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、
町
民
を
含

め
共
通
理
解
の
下
、
難
局
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
先

述
の
公
正
な
立
場
で
事
業
施
策
が
判
断

で
き
る
委
員
の
登
用
の
課
題
含
め
て
今

後
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
「
子
育
て
働
き
世
代
」
が

　人
口
・
財
政
問
題
の
カ
ギ

自
治
体
間
の
人
の
奪
い
合
い
が

始
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
人
口
を

増
や
す
の
で
は
な
く
、
30
、
40
代
の
子

育
て
働
き
世
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

べ
き
。
こ
の
世
代
は
、
世
帯
所
得
が
高

く
購
買
意
欲
が
あ
る
の
で
、
町
内
の

サ
ー
ビ
ス
業
・
事
業
所
の
寄
与
度
も
大

き
い
。
当
然
、
人
口
増
に
よ
り
税
収
に

繋
が
る
。
ま
た
、
高
齢
者
を
支
え
る
基

盤
と
な
る
構
造
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
、
ま
ち
の
存
続
に
繋
が
る
と
考
え
る

が
。

地
方
自
治
体
が
生
き
残
り

を
か
け
て
の
取
り
組
み
が
課
題
だ
。

「
地
域
の
力
」
無
し
で
は
、
自
治
体
発

展
は
な
い
と
思
う
。
人
口
が
流
出
し
て

い
る
状
況
で
、
公
共
交
通
を
定
着
さ
せ

る
た
め
の
道
路
整
備
を
起
点
に
、
産
業

基
盤
の
整
備
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
展
開
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
将
来
像
を
見
据
え
、
直

面
す
る
財
政
問
題
を
解
決
し
て
前
に
進

め
る
決
意
だ
。
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